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心
臓
は
、
生
体
の
血
液
循
環
を
担
う
高

性
能
ポ
ン
プ
で
あ
る
。
正
常
で
あ
れ
ば
、

一
生
の
間
に
約
30
億
回
拍
動
す
る
。
そ
の

ポ
ン
プ
機
能
は
心
筋
の
収
縮
に
よ
っ
て
生

じ
、
収
縮
を
起
こ
す
刺
激
は
、
一
定
間
隔

で
発
生
す
る
電
気
信
号
で
あ
る
。
心
臓
の

中
に
は
４
つ
の
内
腔
が
あ

り
、
左
心
房
と
左
心
室
は
血

液
を
全
身
に
送
り
、
右
心
房

と
右
心
室
は
戻
っ
て
き
た
血

液
を
肺
へ
送
る
。
心
房
と
心

室
、
心
室
と
血
管
の
間
に
は

弁
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
開
閉

に
よ
り
血
流
方
向
を
制
御
し

て
い
る
。
心
臓
疾
患
は
、
心

臓
を
栄
養
す
る
冠
動
脈
や
全

身
の
血
管
の
疾
患
、
心
臓
を

構
成
す
る
弁
や
心
筋
の
疾

患
、
心
臓
の
拍
動
機
能
の
疾

患
な
ど
数
多
い
。

　

福
井
大
学
循
環
器
内
科
で
は
、
虚
血
性

心
疾
患
（
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
）、
不
整

脈
、
心
不
全
、
心
臓
弁
膜
症
、
心
筋
・
心

膜
疾
患
、
大
動
脈
・
末
梢
動
静
脈
疾
患
な

ど
、
心
疾
患
の
診
療
を
中
心
に
、
成
人
循

環
器
疾
患
全
般
を
診
療
対
象
と
す
る
。

　
「
福
井
大
学
は
県
下
唯
一
の
大
学
病
院

で
あ
り
、
ま
た
、
循
環
器
内
科
と
し
て
当

科
は
最
も
大
き
い
組
織
。
成
人
心
疾
患
を

網
羅
的
に
診
療
し
、
最
先
端
の
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
、
同
じ
フ
ロ
ア
に

心
臓
血
管
外
科
が
あ
り
、
た
い
へ
ん
良
好

な
連
携
が
で
き
て
い
る
。
基
幹
病
院
で
も

心
臓
血
管
外
科
の
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
、
そ
う
い
う
病
院
の
フ
ォ
ロ
ー
も
し
っ

か
り
や
っ
て
い
ま
す
」
と
、
夛
田
教
授
は

語
る
。

　

心
疾
患
診
療
の
中
で
も
重
点
を
置
い
て

い
る
の
は
、
虚
血
性
心
疾
患
、
弁
膜
症
、

難
治
性
不
整
脈
、
重
症
心
不
全
へ
の
先
端

的
治
療
で
あ
る
。
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
に

対
し
て
は
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
る
薬
剤
溶

出
性
ス
テ
ン
ト
や
経
皮
的
冠
動
脈
形
成

術
、
重
症
大
動
脈
弁
狭
窄
症
に
対
し
て
は

カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
大
動
脈
弁
植
込
術

（
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）、
不
整
脈
に
対
し
て
は
薬
物

治
療
や
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

デ
バ
イ
ス
治
療
、
慢
性
心
不
全
へ
は
薬
物

治
療
や
心
臓
再
同
期
療
法
（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
）
を

施
行
す
る
。
Ｃ
Ｒ
Ｔ
は
、
両
心
室
の
収
縮

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
ず
れ
が
生
じ
る
心
不

全
に
対
し
、
人
工
的
な
電
気
刺
激
に
よ
り

両
心
室
の
収
縮
を
再
同
期
さ
せ
る
治
療
で

あ
る
。

　

心
臓
の
電
気
信
号
は
、

右
心
房
の
洞
結
節
と
い
う

部
位
か
ら
周
期
的
、
自
動

的
に
発
生
す
る
。
電
気
信

号
に
は
、
心
房
を
収
縮
さ

せ
、
房
室
結
節
と
い
う
中

継
点
を
通
っ
て
心
室
を
収

縮
さ
せ
る
、
一
定
の
伝
導

経
路
が
あ
る
。
不
整
脈
は
、
そ
う
し
た
規

則
正
し
い
心
臓
の
拍
動
が
乱
れ
る
状
態
で

あ
り
、
正
常
な
脈
拍
数
に
対
し
、
少
な
い

も
の
を
徐
脈
、
多
い
も
の
を
頻
脈
と
い
う
。

　

心
房
細
動
は
心
房
が
高
頻
度
に
細
か
く

震
え
、
痙
攣
し
た
よ
う
な
状
態
に
な
る
頻

脈
性
不
整
脈
で
あ
り
、
脳
梗
塞
の
発
症
リ

ス
ク
が
高
い
。
同
じ
く
頻
脈
性
不
整
脈
の

心
室
細
動
は
、
心
室
が
高
頻
度
に
細
か
く

octor’s and

octor’s and

夛
田 

浩

福
井
大
学
医
学
部 

病
態
制
御
医
学
講
座

循
環
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内
科
学 

教
授

1985年	 浜松医科大学卒業
1992年	 福井医科大学大学院修了
1990年・2007年
	 米国ミシガン大学臨床不整脈部門Fellow
1992年	 国立循環器病センター内科心臓部門
1994年	 福井医科大学第3内科
1997年	 群馬県立心臓血管センター循環器内科
2008年	 筑波大学循環器内科
2012年	 福井大学医学部 循環器内科学 教授

5 4

県
内
循
環
器
内
科
の
中
枢
と
し
て

生
命
を
危
険
に
さ
ら
す

致
死
性
不
整
脈
に
対
峙
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震
え
、
心
室
の
機
能
が
失
わ
れ
て
し
ま

う
。
全
身
へ
の
血
液
供
給
が
止
ま
り
、
数

分
で
心
停
止
状
態
に
陥
る
。
い
わ
ゆ
る
心

臓
突
然
死
だ
。
夛
田
教
授
ら
は
、
こ
の
よ

う
な
難
治
性
の
不
整
脈
に
対
す
る
治
療
法

と
し
て
、
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

植
え
込
み
型
除
細
動
器
（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
）、
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
な
ど
の
非
薬
物
治
療
に
傾
注
し

て
き
た
。

　

心
房
細
動
を
引
き
起
こ
す
不
規
則
な
電

気
信
号
の
多
く
は
、
左
心
房
と
肺
静
脈
の

接
合
部
か
ら
発
生
す
る
た
め
、
そ
の
周
辺

を
焼
灼
し
、
不
整
脈
を
抑
制
す
る
療
法
が

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

大
別
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
バ
ル
ー
ン
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

前
者
は
カ
テ
ー
テ
ル
の
先
端
部
分
で
心
筋

を
点
状
・
線
状
に
焼
灼
す
る
。
一
方
、
後

者
は
専
用
の
バ
ル
ー
ン
（
風
船
）
を
肺
静

脈
の
左
房
開
口
部
に
密
着
さ
せ
て
焼
灼
す

る
療
法
で
あ
り
、
冷
却
し
た
バ
ル
ー
ン（
ク

ラ
イ
オ
）、ま
た
は
温
め
た
バ
ル
ー
ン（
ホ
ッ

ト
）、
あ
る
い
は
レ
ー
ザ
ー
で
治
療
す
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｄ
は
、
体
内
に
埋
め
込
ま
れ
た
除

細
動
器
が
致
死
性
心
室
不
整
脈
（
心
室
細

動
と
一
部
の
心
室
頻
拍
）
を
感
知
す
る
と
、

自
動
的
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
不
整

脈
を
止
め
る
。
ま
た
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
は

徐
脈
と
心
房
︲
心
室
間
の
伝
導
障
害
を
対

象
と
し
、
心
筋
に
人
工
的
な
電
気
信
号
を

与
え
て
心
臓
収
縮
を
誘
起
す
る
。

　

心
臓
突
然
死
の
頻
度
は
約
７
分
間
に
１

人
と
高
く
、
致
死
性
心
室
不
整
脈
は
そ
の

重
要
な
原
因
で
あ
る
。
致
死
性
不
整
脈
は

心
筋
梗
塞
や
心
筋
症
な
ど
心
臓
に
持
病
が

あ
る
人
や
心
機
能
の
低
下
し
た
人
に
起
こ

る
こ
と
が
多
い
が
、
心
機
能
が
良
好
な
人

に
も
致
死
性
不
整
脈
は
起
こ
り
う
る
。
働

き
盛
り
の
社
会
人
の
方
や
学
生
の
方
が
、

特
に
持
病
も
な
い
の
に
予
期
せ
ず
睡
眠

中
や
安
静
時
に
突
然
亡
く
な
る
こ
と
は

「
ポ
ッ
ク
リ
病
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

が
、
遺
伝
性
不
整
脈
（
ブ
ル
ガ
ダ
症
候
群
）

に
よ
る
致
死
性
不
整
脈
が
こ
の
原
因
と
し

て
重
要
で
あ
る
。

　
「
心
室
細
動
で
搬
送
さ
れ
た
人
の
場
合
、

予
防
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｄ
を
入
れ
る
よ
う
に
勧

め
る
と
承
諾
す
る
の
で
す
が
、
心
電
図
検

査
等
か
ら
心
室
細
動
発
症
の
リ
ス
ク
が
高

い
が
、
実
際
に
心
室
細
動
を
起
こ
し
た
こ

と
が
な
い
人
の
場
合
だ
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
を
勧

め
て
も
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
く
れ
な

い
。
致
死
性
不
整
脈
を
起
こ
し
や
す
い
か

ど
う
か
を
調
べ
る
検
査
も
あ
る
の
で
、
心

電
図
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
人
は
、
検
査

を
受
け
て
ほ
し
い
」

octor’s and

octor’s and

　

昨
今
の
Ｉ
Ｃ
Ｄ
や
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
な
ど

の
植
え
込
み
型
デ
バ
イ
ス
は
、
そ
の
後
に

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
、
デ
バ
イ
ス
が
記
録
し
た
情
報
を
医

療
施
設
へ
送
信
す
る
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

機
能
も
付
い
て
い
る
。「
治
療
機
器
は
ど

ん
ど
ん
進
化
し
て
い
る
」
と
教
授
は
相
好

を
崩
す
。

　

夛
田
教
授
が
医
師
に
な
っ
た
こ
ろ
、
心

房
細
動
は
治
せ
な
い
病
だ
っ
た
。
現
在
、

時
々
、
心
房
細
動
が
起
こ
る
発
作
性
の
も

の
で
あ
れ
ば
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
罹
患
者
の
７
割
前
後
が
根
治
に

至
っ
て
い
る
。
高
周
波
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
１
９
８
０
年
代
後
半
に
本
邦
に
も
た
ら

さ
れ
た
。
90
年
代
は
じ
め
に
大
阪
の
国
立

循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
（
現 

国
立
循
環
器

病
研
究
セ
ン
タ
ー
）
で
発
作
性
の
上
室
頻

拍
症
の
患
者
に
対
し
て
高
周
波
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
が
、
若
き
教
授
は
レ

ジ
デ
ン
ト
と
し
て
在
籍
し
て
い
た
。

　
「
米
国
か
ら
来
日
し
た
医
師
が
高
周
波

ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
公
開
す
る
こ
と
に
な

り
、
私
も
見
学
し
ま
し
た
。『
こ
の
先
生

で
果
た
し
て
、
大
丈
夫
か
』
と
思
う
ほ
ど
、

若
い
医
師
が
『
今
、
カ
テ
ー
テ
ル
を
入
れ

て
高
周
波
で
治
療
し
て
い
ま
す
』
と
言

う
。
そ
う
は
言
う
も
の
の
、
何
を
や
っ
て

い
る
の
か
、
は
た
目
か
ら
は
わ
か
ら
な
い

わ
け
で
す
。
て
て
て
、
て
て
て
、
と
音
が

し
て
『
は
い
、
治
り
ま
し
た
』。
す
る
と
、

そ
の
患
者
に
不
整
脈
を
起
こ
そ
う
と
試
し

て
も
、
ど
う
や
っ
て
も
起
き
な
い
。
思
わ

ず
、『
お
お
っ
』、
と
な
っ
た
。
衝
撃
的
で

し
た
。
こ
の
療
法
を
い
つ
か
福
井
で
も
広

め
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
折
よ
く

福
井
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

近
々
、「
パ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
新
た
な
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
法
が
登
場
す
る
。
瞬
間
的
な
高
電
圧
で

つ
く
ら
れ
た
電
界
に
細
胞
が
さ
ら
さ
れ
る

と
細
胞
膜
に
小
孔
が
開
く
。
こ
の
不
可
逆

的
な
障
害
が
細
胞
死
を
誘
起
す
る
と
い
う

現
象
を
利
用
し
、
不
整
脈
を
治
療
す
る
。

心
筋
細
胞
は
他
の
細
胞
よ
り
細
胞
死
を
起

こ
す
閾
値
が
低
い
た
め
、
心
筋
組
織
へ
の

選
択
的
な
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
と
な

る
。
本
法
を
用
い
た
心
房
細
動
に
対
す
る

国
際
的
な
治
験
が
行
わ
れ
、
日
本
か
ら
は

４
施
設
が
参
加
、
福
井
大
学
循
環
器
内
科

は
そ
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
。

　

ち
な
み
に
、
福
井
大
学
の
カ
テ
ー
テ
ル

ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
年
間
実
施
数
は
北
信

越
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
そ
の
治
療
実
績
を

支
え
て
い
る
の
は
、
夛
田
教
授
の
指
導
方

針
だ
。
若
い
医
局
員
は
ま
ず
循
環
器
疾
患

不
整
脈
治
療
を
革
新
し
た

非
薬
物
治
療

高
水
準
な
医
療
を
支
え
る
医
師

の
育
成



9 8

全
般
の
診
療
を
修
得
し
た
上
で
、
カ
テ
ー

テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
弁
置
換
術
な
ど

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
あ
る
い
は
循
環
器

疾
患
の
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て
鍛

錬
を
積
む
。

　
「
医
師
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
と
要
請
さ

れ
て
も
、
若
手
を
早
々
と
大
学
の
外
に
出

し
て
し
ま
う
と
、
我
流
で
診
療
を
や
っ
て

し
ま
い
、
非
常
に
危
な
い
。
技
術
指
導
は

大
学
の
役
目
。
当
科
で
は
、
手
技
の
訓
練

を
徹
底
し
て
や
っ
て
い
ま
す
」

　

一
方
、
夛
田
教
授
が
懸
念
す
る
の
は
、

い
ず
れ
顕
著
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
、
循

環
器
内
科
医
の
不
足
で
あ
る
。
カ
テ
ー
テ

ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
年
間
件
数
は
す
で

に
10
万
件
を
超
え
、
そ
の
う
ち
心
房
細
動

へ
の
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

７
万
５
０
０
０
件
（
約
３
／
４
）。
高
齢

者
の
増
加
に
伴
い
、
そ
の
件
数
は
確
実
に

増
え
続
け
る
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
、
ど
こ
の
病
院
で

も
手
術
は
ス
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
減
り
ま
し

た
が
、
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
数

だ
け
は
右
肩
上
が
り
。
循
環
器
内
科
医
は

す
で
に
不
足
し
て
き
て
い
る
の
に
、
循
環

器
内
科
医
を
志
望
す
る
若
手
は
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
い
か
に
も
『
大
変
そ
う
』

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う

ね
。
救
急
搬
送
さ
れ
て
く
る
患
者
に
は
心

疾
患
が
多
い
し
、
夜
中
で
も
呼
び
出
さ
れ

る
し
、
確
か
に
忙
し
い
。
で
も
、
心
疾
患

の
場
合
、
手
技
は
高
度
で
、
投
薬
の
さ
じ

加
減
も
か
な
り
難
し
い
。
人
工
知
能
が
ど

ん
ど
ん
賢
く
な
る
と
職
を
奪
わ
れ
る
、
な

ん
て
い
う
診
療
科
も
あ
る
と
言
う
け
れ

ど
、
心
臓
専
門
医
は
Ａ
Ｉ
に
取
っ
て
代
わ

ら
れ
る
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」。

　
「
私
が
医
学
部
の
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
、

６
年
生
の
９
月
は
じ
め
ま
で
ク
ラ
ブ
を
し

て
い
た
の
で
卒
業
す
る
の
は
も
の
す
ご
く

大
変
で
し
た
。『
こ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
、

全
身
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
勉
強
さ
せ
ら

れ
て
、
身
体
全
体
を
診
る
メ
ジ
ャ
ー
な
診

療
科
に
い
く
ぞ
』
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て

内
科
を
志
望
し
ま
し
た
。
当
時
の
教
室
に

は
、
心
臓
、
消
化
器
、
内
分
泌
代
謝
、
呼

吸
器
の
４
つ
の
分
野
が
あ
り
ま
し
た
。
わ

ず
か
12
個
（
誘
導
）
の
体
表
面
か
ら
の
記

録
で
心
臓
を
深
く
診
る
心
電
図
は
魅
力
的

で
し
た
。
ま
た
、
当
時
、
消
化
器
が
ん

は
、
根
治
で
き
そ
う
な
初
期
の
患
者
は
外

科
に
移
り
、
内
科
が
診
る
の
は
治
せ
な
い

末
期
が
ん
。
呼
吸
器
は
治
ら
な
い
喘
息
と

末
期
が
ん
、
内
分
泌
代
謝
は
治
ら
な
い
糖

尿
病
。
心
臓
に
は
が
ん
は
な
い
し
、『
治

し
た
感
』
が
満
載
。
そ
う
考
え
て
循
環
器

内
科
を
選
び
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
え
な
い
と
面
白
く
な
い
か
ら
。」

　

そ
う
語
る
夛
田
教
授
は
、
い
ま
や
、
臨

床
不
整
脈
領
域
の
名
医
と
さ
れ
る
存
在
。

医
師
の
道
へ
進
ん
だ
の
は
な
ぜ
か
。

　
「
母
に
進
路
を
相
談
し
た
ら
『
医
者
は

楽
し
そ
う
』
と
。
医
学
部
を
目
指
そ
う
と

決
め
た
き
っ
か
け
。
で
も
、
医
学
部
は
、

入
っ
た
か
ら
に
は
国
家
試
験
に
合
格
し
な

く
て
は
い
け
な
い
し
、
医
師
以
外
に
は
な

れ
な
い
し
、
つ
ぶ
し
が
き
か
な
い
。
で
も
、

医
療
は
お
も
し
ろ
い
」

　

医
局
員
た
ち
に
は
こ
ん
な
思
い
を
伝
え

て
い
る
。

　
「
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
一

番
良
い
医
療
、
身
内
に
提
供
し
た
い
医
療

を
選
ぶ
こ
と
が
大
事
。
最
先
端
の
機
械
だ

か
ら
、
最
新
の
薬
だ
か
ら
、
と
使
お
う
と

し
て
は
い
け
な
い
。
患
者
さ
ん
本
位
で
考

え
て
ほ
し
い
」

　

心
疾
患
治
療
の
薬
剤
・
手
技
・
デ
バ
イ

ス
が
着
実
に
進
化
し
て
い
く
よ
う
に
、
福

井
大
学
循
環
器
内
科
も
ま
た
、
夛
田
教
授

に
続
く
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
次
な
る
エ
キ
ス

パ
ー
ト
を
育
て
、
福
井
の
生
命
を
護
る
砦

と
し
て
連
綿
と
進
化
し
て
ゆ
く
。

octor’s and

octor’s and

患
者
に
最
良
の
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

治
療
を
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専
門
性
を
要
す
る
救
急
看
護

　

福
井
県
立
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
重
症
患

者
の
受
け
入
れ
可
能
な
３
次
救
急
医
療
施
設
で
あ
る
。

日
本
で
は
数
少
な
い
北
米
型
Ｅ
Ｒ
式
救
急
体
制
を
採

用
し
、
軽
症
患
者
の
診
療
か
ら
重
症
患
者
の
救
命
ま

で
24
時
間
３
６
５
日
体
制
で
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
院
は
令
和
３
年
５
月
に
運
航
を
開
始
し
た

福
井
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
基
地
病
院
で
も
あ
る
。

　

救
急
看
護
師
は
、
救
急
医
療
の
場
で
様
々
な
業
務

を
遂
行
す
る
。
セ
ン
タ
ー
の
来
院
患
者
に
対
す
る
ト

リ
ア
ー
ジ
、
医
師
の
診
療
補
助
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
の
補
助
、
血
管
造
影
、
入
院
対
応
、
救
急
病
棟
で

の
入
院
患
者
の
ケ
ア
、
フ
ラ
イ
ト
ナ
ー
ス
な
ど
で
あ

る
。
ち
な
み
に
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
個
々
の
患
者
の

緊
急
性
に
つ
い
て
観
察
し
、
治
療
の
優
先
度
を
決
め

る
こ
と
を
指
す
。
福
岡
孝
子
看
護
師
は
、
救
急
看
護

に
つ
い
て
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
救
急
看
護
で
は
、
緊
急
時
の
対
応
、
心
肺
蘇
生
処

置
、
重
症
患
者
の
対
応
な
ど
の
能
力
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
。
特
に
、
救
急
車
か
ら
重
症
患
者
搬
送
の
連
絡

が
入
っ
た
ら
、『
さ
る
も
聴
診
器
』
で
対
処
す
る
よ
う

に
、
と
福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
林
寛
之
先
生

（
元
福
井
県
立
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
医
長
）
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。「
さ
」
は
酸
素
投
与
、「
る
」

は
ル
ー
ト
確
保
、「
も
」
は
モ
ニ
タ
ー
、「
聴
」
は
超

音
波
、「
診
」
は
心
電
図
、「
器
」
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
超
音
波
と
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
以
外
は
看
護
師
の
仕
事
で
す
。
こ
の

や
り
方
な
ら
ば
、
重
症
患
者
の
診
断
が
つ
か
な
く
て

も
救
命
処
置
を
行
え
ま
す
。
ま
た
、
診
療
補
助
で
は
、

救
急
患
者
の
病
態
変
化
と
、
そ
れ
に
応
じ
た
医
師
の

処
置
を
見
越
し
て
、
臨
機
応
変
に
動
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
」

　

さ
ら
に
、
患
者
家
族
の
フ
ォ
ロ
ー
も
救
急
看
護
師

の
役
目
。
そ
の
不
安
に
配
慮
し
な
が
ら
、
患
者
さ
ん

の
現
状
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

医
療
の
ス
キ
ル
を
得
よ
う
と
文
系
か
ら
転
身

　

福
岡
看
護
師
の
父
は
医
師
、
母
は
看
護
師
、
そ
し

て
祖
父
も
医
師
。
開
業
医
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
子
ど

も
の
頃
か
ら
医
療
系
に
進
む
つ
も
り
で
い
た
と
言
う
。

　
「
と
こ
ろ
が
、
学
業
で
挫
折
を
し
ま
し
て
、
文
系
の

大
学
に
進
学
し
た
矢
先
、
祖
父
が
老
衰
で
倒
れ
て
亡

く
な
り
ま
し
た
。
私
は
医
師
だ
っ
た
祖
父
が
大
好
き

で
し
た
。
倒
れ
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
数
日
間
、

自
宅
で
両
親
が
祖
父
を
ケ
ア
し
、
看
取
り
ま
し
た
。

自
分
の
家
で
家
族
を
看
取
る
こ
と
、 

最
期
を
一
緒
に

過
ご
せ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
本
当
に
良
い
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。
私
も
、
家
族
が
自
宅
で
最
期
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
医
療
を
学
ぼ
う
、
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
、
医
療
の
道
に
転
身
し
た
の
で
す
」

　

そ
ん
な
福
岡
看
護
師
が
救
急
看
護
師
を
選
ん
だ
の

は
、
救
急
看
護
師
が
確
か
な
身
体
の
知
識
を
会
得
し

て
い
る
こ
と
に
憧
れ
た
か
ら
だ
。
ま
た
、
救
命
救
急

は
最
た
る
チ
ー
ム
医
療
で
あ
り
、
今
は
そ
の
一
体
感

に
や
り
が
い
も
感
じ
て
い
る
。

　
「
当
院
の
救
急
外
来
は
、
20
代
、
30
代
の
若
い
看
護

師
が
す
ご
く
頑
張
っ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
す
。
業
務

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
日
頃
の
医
療
器
具
や

物
品
の
管
理
も
大
事
で
す
し
、
ど
う
し
た
ら
ミ
ス
を

起
こ
さ
ず
に
業
務
が
で
き
る
か
を
常
に
考
え
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
若
い
看
護
師
が
工
夫
を
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
も
励
み
に

な
り
ま
す
」

　

一
方
、
若
い
看
護
師
を
育
成
す
る
こ
と
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。
特
に
新
人
に
は
、
救
急
医
療
と
い
う

緊
張
感
を
強
い
ら
れ
る
現
場
で
尻
込
み
せ
ず
、「
フ
ォ

ロ
ー
を
す
る
か
ら
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
」
と
指

導
す
る
。

厳
し
い
救
急
現
場
だ
か
ら
こ
そ
成
長
で
き
る

　

休
日
は
、
時
間
の
許
す
限
り
自
分
の
好
き
な
こ
と

を
し
て
過
ご
す
。
ス
ト
レ
ス
耐
性
を
強
化
す
る
と
い

う
意
図
も
あ
る
。
小
学
生
の
子
ど
も
と
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
し
た
り
、
家
で
飼
っ
て
い
る
メ
ダ
カ
の
世
話
を
し

た
り
。
冬
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
へ
も
出
か
け
る
行
動
派
。

ま
た
、
読
書
も
趣
味
の
一
つ
だ
。

　

今
、
一
番
影
響
を
受
け
て
い
る
の
は
、
喜
田
川
泰

さ
ん
の
本
で
あ
る
。
自
分
の
毎
日
を
そ
し
て
人
生
を

変
え
て
く
れ
る
よ
う
な
本
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
人
の

た
め
に
役
に
立
つ
素
晴
ら
し
さ
や
、
明
日
を
明
る
く

迎
え
よ
う
と
思
え
る
活
力
が
わ
い
て
く
る
。
ど
の
よ

う
な
仕
事
に
つ
く
か
が
大
切
な
の
で
は
な
く
、
ど
の

よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
か
が
大
切
で
、
仕
事
は
そ

の
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

V e r y  H u m a n
#福井県立病院

Takako Fukuoka

福
岡 
孝
子 

さ
ん
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そ
し
て
、「
普
段
心
が
け
て
い
る
の
は
、
患
者
さ
ん

か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
人
で
い
よ
う
」

と
言
う
福
岡
さ
ん
。
後
輩
た
ち
に
こ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
贈
る
。

　
「
救
急
医
療
の
現
場
で
は
、
非
日
常
的
な
様
々
な
経

験
を
し
ま
す
。仕
事
を
覚
え
て
い
く
こ
と
が
楽
し
か
っ

た
り
、 

人
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
た
日
が
あ
っ
た

り
。で
も
、辛
い
こ
と
の
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

仕
事
で
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
不
本

意
に
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
、
悲
し
ん
で
い
る

人
に
ど
う
声
を
か
け
れ
ば
良
い
の
か
わ
か
ら
ず
悩
ん

だ
り
。
そ
れ
で
も
、
救
急
医
療
は
チ
ー
ム
医
療
。
決

し
て
一
人
で
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
協
力

し
あ
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
チ
ー
ム
で
楽
し
く
仕
事

を
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
心
と
向
き
合

う
経
験
を
積
ん
で
い
く
こ
と
で
、
自
分
自
身
も
き
っ

と
成
長
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
」

責
任
の
大
き
い
救
急
患
者
へ
の
初
期
対
応

　

救
急
患
者
に
対
応
す
る
際
、
看
護
師
に
求
め
ら
れ

る
職
能
は
主
に
４
つ
あ
る
。
①
緊
急
性
を
判
断
し
、

治
療
の
優
先
順
位
を
決
定
で
き
る
、
②
予
測
に
基
づ

い
た
看
護
実
践
が
で
き
る
、
③
患
者
の
身
体
的
、
社

会
的
情
報
を
収
集
す
る
、
④
患
者
と
家
族
へ
の
精
神

的
な
ケ
ア
を
行
え
る
。

　

①
の
優
先
順
位
の
決
定
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
だ
。
シ
ョ
ッ
ク
状
態
の

兆
候
に
は
、
顔
面
蒼
白
、
脈
拍
触
知
の
不
能
、
冷
や
汗
、

呼
吸
不
全
、
虚
脱
状
態
が
あ
り
、
的
確
な
身
体
評
価

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
②
の
予
測
に
基
づ
い
た

看
護
実
践
と
は
、
病
態
変
化
と
医
師
の
処
置
を
予
測

す
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
な
準
備
と
介
助
を
行
う
こ

と
を
い
う
。
笹
島
加
那
江
看
護
師
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
緊
急
時
に
速
や
か
に
対
応
す
る
に
は
予
測
が
重
要

で
す
。
病
態
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
医
師
は

次
に
ど
ん
な
処
置
を
行
う
の
か
。
そ
の
『
引
き
出
し
』

を
私
た
ち
は
た
く
さ
ん
備
え
て
い
ま
す
」

　

④
の
患
者
や
家
族
の
精
神
的
な
ケ
ア
も
、
救
急
看

護
師
な
ら
で
は
の
役
割
だ
。

　
「
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
、
看
護
師
が
患
者
さ
ん

に
関
わ
る
時
間
は
短
い
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
限

ら
れ
た
時
間
に
ど
ん
な
ケ
ア
が
で
き
る
の
か
常
に
意

識
し
て
い
ま
す
。
家
族
へ
の
ケ
ア
に
も
気
を
遣
っ
て

い
ま
す
。
家
族
の
誰
か
が
救
急
搬
送
さ
れ
る
と
、
病

院
に
駆
け
付
け
た
ご
家
族
は
、
一
刻
も
早
く
患
者
さ

ん
の
状
況
を
知
ろ
う
と
し
ま
す
。
特
に
、
患
者
さ
ん

が
お
子
さ
ん
の
場
合
、
ご
両
親
の
動
揺
は
大
き
い
で

す
。
病
状
説
明
は
医
師
で
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

看
護
師
は
ご
家
族
の
そ
ば
に
寄
り
添
い
、
現
状
を
わ

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
い
ま
す
」

　

救
急
看
護
師
は
、
こ
の
よ
う
な
救
急
外
来
だ
け
で

な
く
、
救
急
病
棟
や
放
射
線
科
に
も
配
属
さ
れ
て
い

る
。
放
射
線
科
で
は
、
血
管
造
影
を
用
い
る
緊
急
止

血
や
く
も
膜
下
出
血
へ
の
コ
イ
ル
法
な
ど
が
施
術
さ

れ
る
た
め
、
救
急
看
護
師
が
い
る
こ
と
で
、
救
急
外

来
か
ら
切
れ
目
の
な
い
ケ
ア
が
可
能
と
な
る
。

実
践
・
指
導
・
相
談
を
担
う
認
定
看
護
師

　

笹
島
看
護
師
は
、
福
井
県
立
病
院
に
在
籍
す
る
２
人

の
救
急
看
護
認
定
看
護
師
の
う
ち
の
１
人
。
認
定
看
護

師
の
務
め
は
実
践
、
指
導
、
相
談
の
３
つ
で
あ
る
。
日

本
看
護
協
会
に
よ
れ
ば
、「
認
定
看
護
師
は
特
定
の
看

護
分
野
に
お
い
て
、個
人
と
家
族
及
び
集
団
に
対
し
て
、

熟
練
し
た
看
護
技
術
を
用
い
て
水
準
の
高
い
看
護
を
実

践
す
る
こ
と
（
実
践
）、
看
護
実
践
を
通
し
て
看
護
職

に
対
し
て
指
導
を
行
う
こ
と
（
指
導
）、
看
護
職
に
対

し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
（
相
談
）
の

３
つ
の
役
割
を
果
た
す
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　

救
急
看
護
認
定
看
護
師
は
、
認
定
制
度
の
発
足
当

初
か
ら
設
置
さ
れ
た
資
格
で
あ
り
、
同
学
会
の
ク
リ

ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
（
看
護
職
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目

的
に
設
け
ら
れ
た
５
段
階
の
評
価
）
で
は
、
最
も
高

い
ス
テ
ッ
プ
Ⅴ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

笹
島
看
護
師
が
救
急
看
護
領
域
を
選
ん
だ
の
は
、

広
い
知
識
を
身
に
付
け
た
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
よ
り
も
、

救
急
医
療
と
い
う
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
ろ

う
と
決
め
た
か
ら
だ
。
認
定
看
護
師
の
資
格
を
取
り
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
や
集
中
治
療
室
に
従
事
し
た
い

と
考
え
た
の
で
あ
る
。

学
び
を
大
切
に
、
後
輩
を
熱
心
に
指
導

　

救
命
救
急
の
現
場
で
経
験
を
積
む
中
、
患
者
や
家

族
の
声
を
教
訓
と
し
、
看
護
師
の
役
割
を
見
直
し
た

こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
と
い
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
勤
務
し

て
い
た
こ
ろ
の
こ
と
だ
。
患
者
の
娘
さ
ん
か
ら
「
手

術
前
に
母
と
話
が
し
た
か
っ
た
」
と
告
げ
ら
れ
た
。

そ
の
患
者
は
術
後
、
気
管
挿
管
と
な
り
、
面
会
が
で

き
る
時
期
に
な
っ
て
も
家
族
と
話
す
こ
と
は
で
き
な

い
。「
救
急
外
来
に
い
る
間
に
、
ひ
と
言
で
い
い
か
ら

声
が
聞
き
た
か
っ
た
」
と
い
う
家
族
の
思
い
が
笹
島

看
護
師
の
心
に
残
っ
た
。

　
「
同
じ
よ
う
な
思
い
を
す
る
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
を

な
く
そ
う
と
、
そ
れ
以
降
、
手
術
な
ど
を
受
け
る
前

に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
い
、
患
者
さ
ん
と
ご
家
族

が
会
え
る
時
間
を
設
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
患
者

さ
ん
の
病
態
を
把
握
し
た
上
で
、
医
師
に
協
力
を
お

願
い
し
た
り
、
複
数
の
看
護
師
で
役
割
を
分
担
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
身
体
面
だ
け
で
な
く
心
理
面
へ
の

介
入
に
も
配
慮
し
た
い
で
す
」

　

後
輩
教
育
へ
の
取
り
組
み
も
熱
心
だ
。
優
れ
た
ス

キ
ル
を
持
つ
人
が
１
人
い
れ
ば
、
部
署
は
概
ね
う
ま

く
機
能
す
る
が
、
そ
の
人
が
い
な
く
な
っ
た
ら
ど
う

す
る
の
か
。
そ
ん
な
考
え
か
ら
、
ス
キ
ル
の
高
い
看

護
師
を
増
や
そ
う
と
、
日
々
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
「
後
輩
か
ら
、『
先
輩
の
よ
う
な
知
識
を
自
分
も
ほ

し
い
。
ど
う
す
れ
ば
身
に
付
け
ら
れ
ま
す
か
』
と
聞

か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
勉
強
す
る
し
か
な
い
、

と
答
え
て
い
ま
す
。
私
も
知
識
の
足
り
な
い
時
期
は

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
未
熟
さ
を
バ
ネ
に
し
ま
し
た
。

こ
の
程
度
で
い
い
、
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
ら
そ
れ
以

上
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
後
輩
へ
の
指
導
は
、
根
拠
を

説
明
し
た
う
え
で
指
導
し
て
い
ま
す
」

Kanae Sasajim a

笹
島 

加
那
江 

さ
ん
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井
階
友
貴
教
授
が
生
ま
れ
育
っ
た
の

は
、
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
。
四
方
を

山
々
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
町
だ
。
子
ど

も
の
こ
ろ
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
る
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
先
生
が

診
て
く
れ
る
診
療
所
へ
行
く
。
待
合
室

に
居
る
の
も
、
ほ
と
ん
ど
が
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
和
気
藹
々
、
楽

し
げ
に
話
を
し
て
い
る
。

　
「
身
体
が
悪
く
て
来
て
い
る
の
に
、
な

ぜ
、
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
」

　

子
ど
も
の
眼
に
は
不
思
議
で
奇
妙
、

し
か
し
温
か
い
光
景
に
映
っ
た
。

　
「
そ
れ
が
、
た
ぶ
ん
、
地
域
医
療
に
心

を
引
か
れ
た
最
初
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
な
」

　

大
学
卒
業
前
、
地
域
医
療
へ
の
関
心

は
あ
っ
た
も
の
の
、
当
時
は
ま
だ
、「
全

人
的
に
人
間
を
捉
え
、
特
定
の
臓
器
・

疾
患
に
限
定
せ
ず
、
多
角
的
に
診
療
を

行
う
総
合
診
療
科
」
は
、
概
念
も
名
前

も
な
か
っ
た
。

　
「
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
が
ま
る
で
見
え
て

こ
な
い
。
道
無
き
道
を
行
く
よ
う
な
感

が
あ
り
ま
し
た
。
結
局
、
内
科
に
進
み
、

研
修
を
終
え
る
と
出
身
地
の
中
核
病
院

に
勤
務
。
田
舎
町
で
す
し
、
地
域
に
密

地
域
医
療
へ
の
思
い
を

か
な
え
た
い

“
奇
縁
〟
あ
っ
て

医
療
再
建
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
む

着
し
た
医
療
が
や
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
ま
し
た
」

　

平
成
19
年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、

日
本
中
で
地
域
医
療
の
崩
壊
が
叫
ば
れ

て
い
た
。
新
臨
床
研
修
制
度
に
よ
り
、

大
学
以
外
の
病
院
で
も
研
修
が
可
能
に

な
っ
た
た
め
、
医
局
に
人
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
医
局
か
ら
関
連
病
院
へ

医
師
を
派
遣
で
き
ず
、
ど
こ
の
病
院
も

人
手
不
足
に
さ
い
な
ま
れ
る
。
病
院
機

能
を
維
持
す
る
た
め
、
入
院
は
紹
介
状

の
あ
る
患
者
だ
け
、
救
急
車
は
受
入
れ

制
限
な
ど
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
「
紹
介
状
の
あ
る
患
者
さ
ん
を
入
院
さ

せ
て
診
療
し
て
、
逆
紹
介
で
再
び
開
業

医
に
戻
す
。
来
る
日
も
来
る
日
も
病
院

の
中
だ
け
を
見
て
い
る
。
疾
患
を
し
っ

か
り
と
診
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
大
事

な
こ
と
で
す
。
け
れ
ど
も
、
私
は
、
疾

患
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
、
そ
の
人
の

生
活
も
診
る
、
そ
う
い
う
医
療
が
ど
う

し
て
も
や
り
た
か
っ
た
」

　

高
浜
町
は
福
井
県
最
西
端
に
位
置
す

る
海
辺
の
町
。
８
㎞
に
わ
た
る
砂
浜
の

向
こ
う
に
無
垢
な
群
青
が
広
が
る
。
８

つ
の
海
水
浴
場
を
擁
し
、
な
か
で
も
若

p r i m a r y  c a r e  f r o m  T A K A H A M A

井階 友貴
福井大学医学部地域プライマリケア講座 教授

まちづくり系医師

ちいきと共に。
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狭
和
田
ビ
ー
チ
は
、
ア
ジ
ア
初
の
国
際

環
境
認
証
「BLU

E FLAG

」
を
取
得
。

そ
の
ず
ば
抜
け
た
透
明
度
が
、
訪
れ
た

人
々
を
歓
喜
さ
せ
る
。
海
越
し
に
は
、

若
狭
富
士
と
呼
ば
れ
る
青
葉
山
が
端
正

な
山
容
を
見
せ
る
。

　

こ
の
町
の
和
田
診
療
所
は
、
福
井
大

学
医
学
部
と
連
携
、
総
合
診
療
医
の
養

成
に
当
た
っ
て
い
た
。
井
階
教
授
は
平

成
20
年
、
地
域
医
療
の
研
修
を
受
け
る

べ
く
診
療
所
へ
。
か
ね
て
か
ら
「
地
域

医
療
を
や
る
な
ら
、
自
分
か
妻
、
ど
ち

ら
か
の
実
家
に
近
い
と
こ
ろ
」
と
決
め

て
お
り
、
妻
の
実
家
は
小
浜
市
。
高
浜

町
と
は
普
通
電
車
で
30
分
弱
の
距
離
だ
。

　

奇
し
く
も
教
授
が
や
っ
て
き
た
そ
の

翌
年
、
高
浜
町
に
よ
る
寄
附
講
座
と
し

て
、
福
井
大
学
医
学
部
に
プ
ラ
イ
マ
リ

ケ
ア
講
座
が
誕
生
。
医
師
激
減
の
町
は
、

自
ら
医
師
を
育
成
し
よ
う
と
考
え
た
の

で
あ
る
。
教
授
は
、
そ
の
講
座
の
助
教

と
和
田
診
療
所
の
所
長
に
就
く
。

　
「
そ
の
こ
ろ
、
町
に
常
勤
医
は
私
を
入

れ
て
５
名
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

住
民
の
多
く
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
小
浜

市
や
舞
鶴
市
の
病
院
に
行
け
ば
い
い
と

考
え
て
い
て
、
自
分
の
町
の
医
療
に
無

関
心
で
し
た
」

　

講
座
の
使
命
で
あ
る
医
療
再
生
、
そ

の
第
一
歩
は
「
た
か
は
ま
地
域
医
療
サ

ポ
ー
タ
ー
の
会
」
の
結
成
。
有
志
が
集

ま
り
、
住
民
が
主
体
的
に
地
域
医
療
を

守
り
育
て
る
活
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

の
ち
に
教
授
は
、
そ
の
活
動
成
果
を
検

証
、
会
の
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
人
は
、

し
て
い
な
い
人
に
比
べ
て
健
康
意
識
が

高
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
か

か
り
つ
け
医
を
持
っ
た
り
、
検
診
を
受

け
た
り
す
る
住
民
も
増
え
て
い
く
。

　

医
師
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
医
学
生

や
研
修
医
を
対
象
に
、
セ
ミ
ナ
ー
や
イ

ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
展
開
。
た
と
え
ば
、

「
夏
だ
！
海
と
地
域
医
療
体
験
ツ
ア
ー
in

高
浜
」
は
、
和
田
診
療
所
や
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

若
狭
高
浜
病
院
で
実
習
・
見
学
を
し
、

若
狭
和
田
ビ
ー
チ
で
救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
う
。
講
座
の
開
設
以
前
か
ら
、

福
井
大
学
と
高
浜
町
と
が
実
施
し
て
き

た
企
画
で
、
定
員
は
た
ち
ま
ち
埋
ま
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
高
浜

町
で
研
修
を
受
け
る
若
者
は
順
調
に
増

え
、
２
０
２
２
年
度
の
受
け
入
れ
数
は

２
３
４
名
に
達
し
た
。
町
の
常
勤
医
は

現
在
、
10
人
以
上
に
増
員
。
そ
の
中
に

は
、
夏
の
地
域
医
療
体
験
ツ
ア
ー
の
参

加
者
も
い
る
。
高
浜
病
院
の
海
透
優
太

年
間
２
０
０
名
以
上
の

若
手
を
受
け
入
れ

人
的
交
流
が
病
気
予
防
や

健
康
維
持
に
大
き
な
影
響
力

医
師
は
そ
の
一
人
。

　
「
海
透
先
生
は
ツ
ア
ー
の
時
、
病
院
を

見
学
し
て
『
こ
こ
の
医
療
を
も
っ
と
良

く
す
る
に
は
整
形
外
科
が
要
る
！
』
と

豪
語
し
て
い
ま
し
た
（
笑
）。
卒
後
は
整

形
外
科
医
に
な
り
、
病
院
に
戻
っ
て
き

た
。
今
は
、
臨
床
研
修
の
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」

　

高
浜
病
院
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
40

床
、
療
養
病
棟
50
床
、
和
田
診
療
所

は
無
床
。
こ
の
よ
う
な
規
模
で
年
間

２
０
０
人
以
上
も
の
研
修
医
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
の
は
、
教
育
熱
心
な
医
師
と

住
民
の
協
力
の
お
か
げ
だ
と
言
う
。

　

一
方
、
町
の
医
療
再
建
が
う
ま
く
進

む
に
つ
れ
、教
授
は
あ
る
限
界
に
気
付
く
。

　
「
臨
床
現
場
が
良
く
な
っ
て
も
、
町
全

体
は
そ
れ
ほ
ど
良
く
な
っ
て
い
な
い
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
。
そ
ん

な
時
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と

い
う
概
念
を
知
り
ま
し
た
」

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
は
、

社
会
的
な
繋
が
り
と
、
そ
こ
か
ら
発
す

る
規
範
や
信
頼
と
い
う
社
会
関
係
資
本

を
指
す
。
人
の
繋
が
り
が
充
実
し
て
い

れ
ば
、
医
療
、
教
育
、
経
済
な
ど
様
々

な
分
野
で
効
果
が
現
れ
る
と
い
う
理
論

だ
。
実
際
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
が
豊
か
な
地
域
で
は
、
住
民
の
健
康

寿
命
が
延
び
る
、
要
介
護
状
態
や
認
知

症
に
な
る
リ
ス
ク
が
減
る
、
と
い
っ
た

報
告
が
相
当
数
上
が
っ
て
い
る
。

　

教
授
は
、
社
会
疫
学
（
健
康
に
影
響

を
与
え
る
社
会
的
な
要
因
を
研
究
す
る

学
問
）
で
高
名
な
近
藤
克
則
氏
（
当
時

日
本
福
祉
大
学
、
現
在
千
葉
大
学
）
に

会
い
に
行
く
。
そ
こ
で
、
米
国
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
の
社
会
疫
学
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
、
イ
チ
ロ
ー
・
カ
ワ
チ
氏
の
著
作
「
命

の
格
差
は
止
め
ら
れ
る
か
」
を
勧
め
ら

れ
る
。

　
「
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
衝
撃
的
で
し
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
力
を
す
っ

か
り
解
き
明
か
し
て
あ
る
。
町
を
良
く

す
る
に
は
、
ど
ん
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す

れ
ば
よ
い
か
、
こ
こ
ま
で
分
か
っ
て
い

る
人
が
い
る
」

　

早
速
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

を
高
浜
町
の
地
域
づ
く
り
に
生
か
し
た

い
、
先
生
の
と
こ
ろ
で
勉
強
し
た
い
、

と
メ
ー
ル
を
送
る
。
イ
チ
ロ
ー
・
カ
ワ

チ
氏
の
快
諾
を
得
、
教
授
は
米
国
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
へ
。

　

帰
国
後
、
講
座
の
新
た
な
目
標
と
し

て
「
人
の
繋
が
り
を
生
み
、
繋
が
り
の

質
を
高
め
、
繋
が
り
の
数
を
増
や
そ
う
」
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を
掲
げ
、
医
療
づ
く
り
か
ら
健
康
の
ま

ち
づ
く
り
へ
シ
フ
ト
。
次
々
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
す
る
。

　

た
と
え
ば
、
地
域
の
課
題
に
無
理
な

く
取
り
組
む
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、「
け
っ

こ
う
健
康
！
高
浜
わ
い
わ
い
カ
フ
ェ
（
健

高
カ
フ
ェ
）」。
医
療
、
ま
ち
づ
く
り
、

観
光
な
ど
様
々
な
分
野
の
住
民
、
行
政
、

専
門
職
が
集
ま
り
、
各
自
が
用
意
し
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
語
り
合
う
。
そ
う
し

た
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
に
は
「
赤

ふ
ん
坊
や
体
操
」
が
あ
る
。
流
行
り
の

介
護
防
止
体
操
で
は
な
く
、
世
代
を
越

え
た
交
流
を
促
す
こ
と
が
目
的
。
い
ま

や
町
に
す
っ
か
り
定
着
し
た
。

　

ま
た
、
町
に
資
す
る
企
画
を
立
て
る

セ
ミ
ナ
ー
、「
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
ア
カ

デ
ミ
ー
」
で
は
、
赤
ふ
ん
坊
や
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
ち
ら
し
寿
司
を
作
ろ
う
と
い

う
提
案
が
出
た
。
高
浜
町
に
は
平
城
京

に
鮨
を
献
上
し
て
い
た
歴
史
が
あ
り
、

ち
ら
し
寿
司
は
町
の
郷
土
料
理
。「
ど
う

せ
作
る
な
ら
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
！
」
と
話

が
進
み
、
畳
ほ
ど
も
あ
る
ち
ら
し
寿
司

を
調
製
、ギ
ネ
ス
世
界
記
録
を
達
成
す
る
。

　
「
健
高
カ
フ
ェ
で
は
本
当
に
多
く
の
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
の
で
す
が
、
か
な

り
の
数
が
却
下
と
な
り
ま
し
た
。
と
い

う
の
も
、『
全
員
Ｗ
ｉ
ｎ
』
を
原
則
と
し

て
い
る
か
ら
な
ん
で
す
。
一
部
の
人
が

嫌
だ
な
と
感
じ
る
よ
う
な
も
の
は
や
り

ま
せ
ん
。
モ
ッ
ト
ー
は
『
ま
ず
自
分
が

楽
し
く
、
み
ん
な
も
楽
し
く
』
で
す
」

　

教
授
の
講
演
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
赤
ふ
ん
坊
や
が
必
ず
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
登
場
す
る
。
彼
は
昭
和
63
年
生

ま
れ
、
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

だ
。
昭
和
初
期
、
当
地
の
男
の
子
は
遠

泳
訓
練
の
際
、
赤
ふ
ん
を
着
用
し
た
こ

と
に
由
来
す
る
ら
し
い
。

　

教
授
が
赤
ふ
ん
坊
や
を
贔
屓
に
す
る

の
に
は
理
由
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
目
は
、

医
師
と
い
う
だ
け
で
距
離
を
置
か
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
行
政
と
住
民
と

の
協
働
で
は
対
等
が
望
ま
し
い
。
そ
こ

で
「
医
師
ら
し
く
な
い
こ
と
」
を
や
ろ

う
と
考
え
た
か
ら
だ
と
言
う
。
二
つ
目

は
、
赤
ふ
ん
坊
や
を
連
れ
出
す
に
は
行

政
の
了
解
が
必
要
で
あ
り
、
赤
ふ
ん
坊

や
の
同
行
は
、
行
政
と
の
良
好
な
関
係

の
ア
ピ
ー
ル
に
な
る
。

　
「
三
つ
目
の
理
由
は
、
講
演
で
ネ
タ
を

し
ゃ
べ
っ
た
の
に
、
笑
い
が
取
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
赤
ふ

ん
坊
や
が
い
て
く
れ
れ
ば
ス
ベ
ル
こ
と

が
怖
く
な
い
。
鉄
壁
の
守
り
と
言
う
か
、

町
の
活
気
が
人
を
元
気
に
す
る
、

高
浜
町
モ
デ
ル
を
全
国
へ

無
敵
感
が
半
端
な
い
の
で
す
」

　

と
こ
ろ
で
、
赤
ふ
ん
坊
や
の
中
に
は

だ
れ
が
入
っ
て
い
る
の
で
す
か
と
問
う
と
、

「
妙
な
こ
と
を
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
る
で
着
ぐ
る
み
み
た
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
赤
ふ
ん
坊
や
は
、
れ
っ
き
と
し

た
人
間
、
永
遠
の
６
歳
で
す
」、
教
授
は

真
顔
で
言
い
切
っ
た
。

　

２
０
２
２
年
に
は
、「
た
か
は
ま
地
域

医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
が

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
若
狭
高
浜
病
院
に
開
設
さ
れ

た
。
福
井
大
学
医
学
部
、
高
浜
病
院
、

高
浜
町
の
連
携
拠
点
で
あ
る
。
セ
ン

タ
ー
長
に
就
い
た
教
授
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
セ
ン
タ
ー
の
主
な
機
能
は
、
医
学
教

育
、
医
療
連
携
、
健
康
増
進
の
ま
ち
づ

く
り
の
３
本
で
す
。
私
た
ち
は
、
医
療

者
主
体
の
医
療
づ
く
り
に
始
ま
り
、
住

民
主
体
の
医
療
づ
く
り
、
健
康
の
ま
ち

づ
く
り
へ
と
、
高
浜
町
を
よ
り
良
く
し

た
い
一
心
で
進
ん
で
き
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
医
療
、
住
民
、
行
政
の

連
携
を
さ
ら
に
有
機
的
、
一
体
的
に
し

た
い
。
た
だ
、
行
政
の
ス
キ
ル
も
住
民

の
意
識
も
高
く
な
っ
た
の
で
、
も
う
、

私
で
な
く
て
も
や
っ
て
い
け
る
と
思
い

ま
す
」

　

今
後
、
町
の
外
へ
出
て
、「
健
康
の
ま

ち
づ
く
り
友
好
都
市
連
盟
」
に
力
を
入

れ
る
。
32
の
自
治
体
と
提
携
し
、
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
講
演
や
情
報
交
換
を

行
う
取
り
組
み
だ
。

　
「
自
治
体
に
よ
っ
て
人
も
状
況
も
異

な
っ
て
い
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
気
付

き
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
に
と
っ

て
良
い
刺
激
に
な
り
ま
す
し
、
交
流
が

活
発
に
な
れ
ば
、
高
浜
町
に
も
他
の
自

治
体
に
と
っ
て
も
得
る
も
の
が
増
え
る

こ
と
で
し
ょ
う
」

　

教
授
は
、
ど
う
し
て
そ
こ
ま
で
高
浜

町
を
思
う
の
か
、
そ
の
答
え
を
次
の
機

会
に
聞
い
て
み
た
い
。
た
だ
、
わ
か
っ

て
い
る
の
は
、
教
授
は
こ
れ
か
ら
も
、

ま
ち
づ
く
り
に
迷
う
自
治
体
や
地
域
医

療
に
取
り
組
み
た
い
人
々
へ
新
た
な
驚

き
を
届
け
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
だ
。

p r i m a r y  c a r e  f r o m  T A K A H A M A

井階 友貴 （いかい ともき）

まちづくり系医師
福井大学医学部地域プライマリケア講座 教授

［略歴］
2005年	 滋賀医科大学医学部 卒業
2007年	 兵庫県立柏原（かいばら）病院勤務
2008年	 高浜町国民健康保険和田診療所医師
2009年	 福井大学医学部地域プライマリケア講座 助教、
	 和田診療所長
2012年	 福井大学医学部地域プライマリケア講座 講師
2014年	 ハーバード公衆衛生大学院
	 社会行動科学学部客員研究員
2015年	 高浜町健康のまちづくりプロデューサー 兼務
2018年	 福井大学医学部地域プライマリケア講座 教授



想
い
を
伝
え
る
、

力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

変わりゆく時代に
新しい医療を

この度、第２号を発刊することができました。

取材に協力していただきました医療者の方・

協賛して頂きました企業様におかれましては

心より感謝申し上げます。

今後とも末永くご支援の程よろしくお願い申し上げます。

これからもわたしたちは、はたらく医療者の姿を、

地域の医療界全体へ発信してまいります。

私たちは「医療情報誌 neo」の活動に

ご賛同いただけるスポンサーを募っています。

協賛社
募集
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世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、
障
害

調
整
生
存
年
（
理
想
的
な
寿
命
と
比
べ
、

障
害
や
早
死
で
失
わ
れ
た
年
数
。
疾
患
負

荷
の
大
き
さ
を
示
す
）
で
評
価
す
る
と
、

２
０
３
０
年
に
精
神
疾
患
が
第
１
位
に
な

る
と
い
う
予
測
を
発
表
し
た
。
同
じ
く
Ｗ

Ｈ
Ｏ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
発
生
し
た
最
初
の
１
年
間
に
、
不
安
症

と
う
つ
病
の
有
病
率
が
世
界
で
25
％
と
い

う
驚
異
的
な
増
加
を
示
し
た
と
報
告
し
て

い
る
。

　

福
井
県
で
も
、
認
知
症
患
者
の
増
加
、

な
ら
び
に
ス
ト
レ
ス
社
会
を
反
映
し
た
う

つ
病
や
適
応
障
害
が
増
え
て
い
る
。
昨

今
、
精
神
科
外
来
の
敷
居
が
低
く
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
患
者
数
は
増
す
一
方
だ
。

　

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
神
経
科

精
神
科
で
は
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
や

注
意
欠
如
多
動
症
な
ど
の
神
経
発
達
症
、

拒
食
症
や
過
食
症
な
ど
摂
食
障
害
、
統
合

失
調
症
、
う
つ
病
や
躁
う
つ
病
な
ど
気

分
障
害
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
や
強
迫
性
障

害
な
ど
不
安
に
関
連
し
た
疾
患
、
不
眠

精
神
疾
患
全
領
域
を
網
羅
す
る

診
療
体
制
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症
、
て
ん
か
ん
な
ど
発
作
性
疾
患
、
認

知
症
な
ど
精
神
疾
患
全
領
域
を
診
療
す

る
。
ま
さ
に
、GEN

ERAL H
O

SPITAL 
PSYCH

IATRY

と
い
う
診
療
体
制
を
整

え
て
い
る
。

　
「
児
童
精
神
医
学
に
精
通
す
る
医
師
も

増
え
ま
し
た
の
で
、
未
成
年
を
特
化
的
に

診
る
『
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
診
療
部
』
と
協

働
し
、
児
童
精
神
疾
患
の
外
来
や
入
院
も

積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
全
国
で

も
児
童
の
精
神
疾
患
を
診
療
で
き
る
大
学

病
院
は
少
な
く
、
多
種
多
様
な
児
童
精
神

疾
患
に
対
応
で
き
る
点
は
当
院
の
特
徴
で

す
」
小
坂
教
授
は
こ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　

他
診
療
科
と
連
携
し
た
チ
ー
ム
医
療
に

も
積
極
的
だ
。
多
職
種
に
よ
る
緩
和
ケ
ア

チ
ー
ム
で
は
が
ん
患
者
に
対
す
る
全
人
的

治
療
へ
の
参
画
、
認
知
症
ケ
ア
チ
ー
ム
で

は
認
知
症
患
者
が
身
体
疾
患
の
治
療
を
円

滑
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
や
院
内

デ
イ
ケ
ア
を
担
当
。
リ
エ
ゾ
ン
チ
ー
ム

は
、
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る

身
体
疾
患
患
者
に
対
し
、
定
期
的
に
身
体

科
病
棟
ラ
ウ
ン
ド
を
行
い
つ
つ
、
主
治
医

と
連
携
し
ケ
ア
お
よ
び
治
療
を
行
う
。
外

科
医
、
管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
ら
で
構
成

さ
れ
る
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
か
ら
の
助

言
を
受
け
な
が
ら
、
摂
食
障
害
の
患
者
や

低
栄
養
で
フ
レ
イ
ル
状
態
の
高
齢
者
患
者

に
栄
養
療
法
を
行
う
。

　

特
定
機
能
病
院
の
診
療
科
と
し
て
の
役

割
も
多
々
あ
る
。
高
度
医
療
で
は
、
麻
酔

科
蘇
生
科
と
の
連
携
に
よ
り
、
う
つ
病
や

統
合
失
調
症
な
ど
の
重
症
症
例
に
対
す
る

電
気
け
い
れ
ん
療
法
を
、
ま
た
、
終
夜
睡

眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
ィ
専
用
個
室
睡
眠
検
査
に

よ
る
短
期
入
院
治
療
、
認
知
症
の
脳
画
像

に
よ
る
精
査
な
検
査
も
行
う
。
福
井
大
学

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
高
精
度
な
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｍ
Ｒ
は
、
脳
の

形
、
体
積
、
脳
内
神
経
線
維
の
構
造
な
ど

の
分
析
が
可
能
で
、
脳
画
像
研
究
を
行
う

小
坂
教
授
ら
の
強
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

人
材
育
成
に
関
し
て
は
、
日
本
精
神
神

経
学
会
専
門
医
研
修
施
設
、
日
本
総
合
病

院
精
神
医
学
会
専
門
医
研
修
施
設
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
こ
こ
ろ

診
療
部
や
小
児
科
と
協
働
し
、
児
童
精
神

医
学
領
域
の
サ
ブ
ス
ぺ
シ
ャ
リ
テ
ィ
専
門

医
で
あ
る
、
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
専
門
医
研

修
施
設
群
の
基
幹
施
設
も
務
め
て
い
る
。

　
「
精
神
科
医
の
業
務
が
以
前
に
比
べ
て

拡
大
し
、
現
状
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
ま

せ
ん
。
当
院
は
県
下
唯
一
の
大
学
病
院
と

し
て
、
精
神
科
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

若
い
精
神
科
医
を
育
成
し
、
地
域
精
神
医

大
学
病
院
と
し
て
高
度
医
療
、

医
師
育
成
、
摂
食
障
害
支
援
に

あ
た
る

rofessor’s oice
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療
を
支
え
て
い
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。
従

来
の
領
域
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
領
域
も

受
け
持
て
る
精
神
科
医
の
育
成
を
し
て
い

き
た
い
。
た
と
え
ば
、
不
登
校
、
神
経
発

達
症
、
被
虐
待
、
ト
ラ
ウ
マ
、
摂
食
障
害

で
す
」

　

令
和
５
年
に
は
、
福
井
県
か
ら
厚
労
省

事
業
の
「
摂
食
障
が
い
支
援
拠
点
病
院
」

の
指
定
を
受
け
た
。
摂
食
障
が
い
支
援
拠

点
病
院
が
あ
る
県
は
全
国
に
５
県
、
福
井

県
は
６
番
目
と
な
る
。

　

摂
食
障
が
い
患
者
は
こ
れ
ま
で
、
20
代

の
女
性
に
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
10
才
ぐ

ら
い
か
ら
中
学
生
と
低
年
齢
化
し
、
こ
れ

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
大
き
い

と
い
う
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
筋
ト
レ
に
熱
中

す
る
、
感
染
症
の
恐
怖
か
ら
安
全
を
保
証

さ
れ
た
食
品
し
か
口
に
し
な
い
、
外
出
で

き
ず
ゲ
ー
ム
三
昧
で
食
事
を
摂
ら
な
い
な

ど
、
様
々
な
原
因
か
ら
摂
食
障
害
を
来
す

児
童
や
青
年
が
増
え
て
い
る
。

　
「『
勉
強
も
部
活
も
ト
ッ
プ
に
』
と
が
ん

ば
る
子
が
ト
ッ
プ
を
取
れ
な
く
な
り
、『
私

は
ほ
か
に
何
が
で
き
る
の
か
』
と
い
う
考

え
か
ら
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
走
る
と
い
う
症
例

が
相
当
数
あ
り
ま
す
。
体
重
が
激
減
す
る

と
脳
は
萎
縮
し
、
正
常
な
思
考
が
で
き
な

く
な
る
た
め
、
何
を
言
っ
て
も
受
け
入
れ

ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、『
自
分
の
体
型
は

ど
れ
？
』
と
い
う
十
択
の
テ
ス
ト
を
す
る

と
、
痩
せ
細
っ
た
実
際
の
自
分
と
は
か
け

離
れ
た
体
型
を
選
ぶ
。
治
療
は
ま
ず
、
高

カ
ロ
リ
ー
食
で
体
重
を
増
や
し
、
思
考
の

で
き
る
身
体
に
戻
し
ま
す
」

　

小
坂
教
授
の
専
門
は
、
疾
患
で
は
神
経

発
達
症
や
摂
食
障
害
、
研
究
手
法
で
は
脳

画
像
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、
対
象
年
齢
層

は
児
童
青
年
精
神
医
学
領
域
で
あ
る
。
最

近
、
大
人
の
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
（
以

下
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
教
授
は
そ
の
分
野
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。
Ａ
Ｓ
Ｄ
は
、
社
会
性

に
乏
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困

難
、
行
動
や
興
味
の
偏
り
や
こ
だ
わ
り
が

強
い
、
聴
覚
過
敏
や
触
覚
探
究
が
あ
る
、

な
ど
を
特
徴
と
す
る
。
親
密
な
つ
き
あ
い

が
苦
手
、
冗
談
や
た
と
え
話
が
わ
か
ら
ず

言
葉
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
、
会
話
が
一

方
的
、
急
な
予
定
変
更
に
混
乱
す
る
、
融

通
が
き
か
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る
。
日
常
生
活
、
家
庭
、
職
場
で
生
き

づ
ら
さ
を
感
じ
、
な
か
に
は
う
つ
病
な
ど

の
精
神
的
な
不
調
を
抱
え
る
人
も
い
る
。

　
「
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
人
に
対
し
て
は
、
ま
ず
、

周
囲
の
人
が
Ａ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
理
解
す
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
納
得
が
行
く
よ
う
に

説
明
を
す
れ
ば
、
そ
れ
が
動
機
付
け
と
な

り
、
た
と
え
ば
予
定
外
の
仕
事
も
引
き
受

け
て
く
れ
ま
す
。
さ
ら
に
大
切
な
の
は
構

造
化
。
テ
リ
ト
リ
ー
を
決
め
る
こ
と
で

す
。
た
と
え
ば
、
使
用
す
る
デ
ス
ク
の
範

囲
や
仕
事
の
範
囲
な
ど
を
き
ち
ん
と
伝
え

ま
す
。
こ
う
し
た
工
夫
や
配
慮
を
積
み
重

ね
れ
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
人
も
居
場
所
が
で
き

る
。
不
必
要
な
薬
剤
の
投
与
を
減
ら
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
、
こ
う
し
た
概
念

は
医
療
者
の
間
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
で
す
か
ら
、
私
は
講
演
な
ど
で
お

話
し
て
い
ま
す
」

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
病
態
に
関
し
て
は
、
脳
画
像

法
を
用
い
た
脳
の
形
態
や
脳
機
能
の
分

析
、
ま
た
、
感
覚
過
敏
と
関
連
す
る
脳
構

造
を
研
究
し
て
い
る
。「
脳
に
原
因
が
あ

る
か
ら
自
分
は
Ａ
Ｓ
Ｄ
な
の
だ
」
と
わ
か

れ
ば
、
本
人
も
家
族
も
抵
抗
な
く
受
け
入

れ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
、
と
教
授
は
見

て
い
る
。

　
「
精
神
科
医
が
診
る
の
は
「
脳
」
と
「
心
」

で
す
。
私
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
脳
波
な
ど
の
検

査
で
は
脳
の
状
態
を
意
識
し
ま
す
が
、
同

時
に
患
者
さ
ん
の
心
に
耳
を
傾
け
る
よ
う

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
ま
す
。「
脳
」
と
「
心
」

の
両
面
を
理
解
す
る
こ
と
こ
そ
、
精
神
科

医
の
精
神
科
医
た
る
所
以
。
脳
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
機
能
な
ど
「
脳
」
に
つ
い
て
学

ん
で
か
ら
「
心
」
を
探
求
し
な
さ
い
。
初

脳
に
つ
い
て
学
ん
で
か
ら

心
を
探
求
せ
よ

rofessor’s oice
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患
者
の
味
方
に
な
る
た
め

精
神
科
医
に

言
葉
に
な
ら
な
い
心
の
声
を
通
訳

代
教
授
の
伊
崎
公
德
先
生
か
ら
そ
の
よ
う

に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
」

　
「
医
局
員
に
は
研
究
に
が
ん
ば
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
が
、
自
己
満
足
に
終

わ
っ
て
ほ
し
く
な
い
で
す
。
常
に
患
者
さ

ん
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
研
究
か
ど

う
か
を
意
識
し
、
研
究
成
果
を
患
者
さ
ん

と
の
臨
床
場
面
に
還
元
し
て
ほ
し
い
」

　

小
坂
教
授
は
、
医
学
生
時
代
の
病
院
実

習
で
精
神
疾
患
患
者
と
初
め
て
出
会
う
。

う
つ
病
か
統
合
失
調
症
か
、
話
を
す
る
ど

こ
ろ
か
見
向
き
も
し
な
い
。
後
日
、
そ
の

人
が
「
あ
の
と
き
は
失
礼
な
態
度
を
し
て

ご
め
ん
な
さ
い
」
と
言
う
。
大
勢
で
出
向

い
た
中
の
一
人
な
の
に
、
覚
え
て
く
れ
て

い
た
。
な
に
か
胸
に
響
く
も
の
を
感
じ

た
。
や
が
て
精
神
医
学
の
道
に
進
む
。
そ

れ
は
な
ぜ
な
の
か
。

　
「
精
神
疾
患
を
患
っ
て
い
る
人
の
味
方

に
な
り
た
か
っ
た
。
治
し
た
い
と
い
う
よ

り
応
援
し
た
い
と
。
精
神
疾
患
・
障
害
に

苦
し
み
、
と
き
に
再
発
し
、
社
会
参
画
が

で
き
ず
に
い
る
。
世
間
の
人
か
ら
偏
見
を

持
た
れ
た
り
、
家
庭
で
も
孤
立
感
を
感
じ

た
り
し
て
い
る
人
た
ち
の
味
方
に
な
り
た

か
っ
た
。
精
神
疾
患
を
誤
解
し
て
い
る
社

会
の
方
々
に
正
し
い
知
識
と
対
応
法
を
伝

え
た
か
っ
た
。
そ
ん
な
想
い
で
す
。
自
分

が
精
神
科
医
に
な
る
し
か
な
い
と
い
う
使

命
感
と
言
い
ま
す
か
、
導
か
れ
て
い
る
よ

う
な
、
心
惹
か
れ
て
い
る
よ
う
な
。
今
も

そ
の
感
覚
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
天
職
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
精

神
科
医
に
な
り
た
い
」

　

社
会
に
は
精
神
疾
患
患
者
に
対
す
る
偏

見
だ
け
で
な
く
、「
精
神
疾
患
は
治
ら
な

い
」
と
い
う
誤
っ
た
認
識
を
持
つ
人
も
少

な
か
ら
ず
い
る
。
し
か
し
、
教
授
が
医
師

に
な
っ
た
25
年
前
と
比
べ
、
薬
剤
や
電
気

治
療
の
進
歩
に
よ
り
精
神
疾
患
の
治
療
効

果
は
劇
的
に
良
く
な
っ
て
い
る
。
脳
画
像

研
究
や
遺
伝
学
的
研
究
が
進
展
し
、
原
因

不
明
だ
っ
た
精
神
神
経
疾
患
の
病
態
解
明

が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
気
付
か
れ
な

か
っ
た
神
経
発
達
症
や
ト
ラ
ウ
マ
性
疾
患

も
、
診
断
基
準
の
整
理
に
伴
い
、
明
確
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
精
神
医
学
の
潮

流
を
鑑
み
、
教
授
は
医
局
員
に
こ
う
望
む
。

　
「
あ
る
分
野
の
専
門
性
を
高
め
る
前
に
、

す
べ
て
の
精
神
医
学
領
域
を
学
び
続
け
て

ほ
し
い
で
す
。
立
ち
止
ま
っ
て
い
ら
れ
な

い
、
日
々
勉
強
で
す
。
常
に
鑑
別
診
断
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
多
く
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
学
ん
で
ほ
し
い
。
常
に
新
し
い
情
報
を

吸
収
し
て
、
目
の
前
の
患
者
さ
ん
に
還

元
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」「
患
者
さ

ん
に
対
し
、
共
感
し
て
一
緒
に
お
つ
き
あ

い
し
て
い
く
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
同
じ
方
向
を
見
て
寄
り
添
っ
て
行
く

伴
走
者
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

　
「
精
神
科
医
は
患
者
さ
ん
の
味
方
」
と

い
う
信
念
は
小
坂
教
授
の
原
点
。
た
と
え

ば
、
患
者
が
「
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
」

を
し
て
も
、
説
教
を
し
た
り
叱
っ
た
り
し

な
い
。
そ
の
行
為
の
理
由
を
探
る
。
つ
ら

い
心
の
う
ち
を
代
弁
す
る
。

　

患
者
さ
ん
が
自
己
表
現
・
言
語
化
が
十

分
に
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
を
理
解
す
る
。

家
族
や
周
囲
の
方
々
に
、
患
者
さ
ん
の
想

い
を
説
明
す
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
患

者
さ
ん
と
家
族
・
学
校
・
職
場
・
社
会
の

間
に
「
通
じ
な
い
溝
」
が
で
き
て
い
る
の

を
埋
め
た
い
、「
通
訳
」
役
に
な
っ
て
、

お
互
い
に
理
解
し
あ
え
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
し
い
。

　

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
神
経
科
精

神
科
の
医
局
に
は
、
小
坂
教
授
の
啓
発
活

動
に
喚
起
さ
れ
た
若
手
医
師
が
、「
先
生

の
よ
う
な
精
神
科
医
に
な
り
た
い
」
と
い

う
志
を
抱
い
て
全
国
各
地
か
ら
や
っ
て
く

る
。
彼
ら
小
坂
ジ
ュ
ニ
ア
が
、
福
井
、
な

い
し
日
本
の
精
神
医
学
の
次
代
を
背
負
っ

て
い
く
。

小坂 浩隆 （こさか ひろたか）

福井大学医学部附属病院 神経科精神科 教授
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